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テキストのジオタギング 
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宮城県などによると、気仙沼市や多賀城市な
どで大規模な火災が発生。気仙沼市は津波で
市街地の3分の1が水没し、気仙沼湾に浮かぶ
大島の4集落が壊滅状態となった。女川町もほ
ぼ壊滅という。岩手県では陸前高田市がほぼ
壊滅し、山田町や宮古市の一部が水没。福島
県では南相馬市の約1800世帯が壊滅状態とい
う。宮城県警は東松島市のJR野蒜駅付近で、こ
の脱線した列車から乗客ら9人、別の列車から
も11人を救出した。 

2014/7/19 

l テキストから地名の候補を抽出。 
l 同綴異義地名をさらに解析（例

えば岩手県「宮古」市と沖縄県
「宮古」島）。 

l テキストの周囲に現れる他の地
名を手掛かりに、複数候補の中
から最適候補を決定。 

l 地名辞書と照合して地名の緯度
経度を検索。 

l 地図上にマッピング。 



地名解析の問題 

横浜は雨だよ。川崎は雪？ 

横浜は好きだよ。川崎は好き？ 

• 神奈川県横浜市と神奈川県川崎市？ 
• 青森県横浜町と福岡県川崎町？ 
• 横浜さんと川崎さん？ 
• 各種の曖昧さを解消し実世界にGrounding。 
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ソーシャル気象観測 

ソーシャル
データ 

キーワード 
で検索 

科学データ 

GeoNLPを用いた 
地名ベースのジオタギング 

(time, latitude, longitude, situation) 

ソーシャルおよび科学データス
トリームの降水状況を比較。 

• 天気一般と比べると、降水の有無は
目視でも確認しやすい。 

• 気象レーダーは客観的な「グランド
トゥルース」データとして使える。   
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ふってきったー: http://agora.ex.nii.ac.jp/futtekitter/ 



地名とは何か？ 

• GeoNLPプロジェクトでは「位置に関する属
性をもつ固有名」と定義する。 
1. 行政区域などの公的な地名。 
2. 階層構造にしたがう住所。 
3. 山などの地物に付与された自然地名。 
4. 人工物に付与された施設名。 
5. 日常的によく使われる地域名。 
6. （将来）郵便番号等のコード系地名。 
7. （将来）道路、鉄道など線状の地物。 
8. （未定）屋内の区画名、店舗名等。 
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地名情報システムGeoNLP 

• 地理情報システム（GIS）は、座標系とい
う幾何学的なモデルの上で、多様な種類
の地物を扱う。 

• 地名情報システム（TIS）は、関係性とい
う位相学的なモデルの上で、不明確な境
界をもつ概念を扱う。 

• GeoNLPは地名情報システムとして、GISと
は異なる体系で空間情報を扱う。 

2014/7/19 地名情報技術研究会 7 



地名に関する曖昧さ 

横浜が好きだ 

地名／非地名 
曖昧性解消 

神奈川県横浜市 
青森県横浜町 
敦賀市横浜 
高知市横浜 
福岡市横浜 Ambiguity Vagueness 

地名曖昧性解消 

行政区域代表点 

地名解決 

地名抽出 
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文脈情報 



地名／非地名の曖昧さ 

1. 地名と人名のどちらか？ 
– 例：「横浜が好き」横浜市？横浜さん？ 

2. 地名と一般名詞のどちらか？ 
– 例：「風呂に行く」地名の可能性ほぼゼロ。 

3. 歴史的経緯を考えても、地名・人名・一
般名詞の語彙の重複は大きい。 

4. 一般名詞を地名とする誤りは、結果のサ
プライズが大きく信頼度を低下させる。 
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• 「東京に行く」の「東
京」は、どこの範囲を指
す？ 

• 「ディズニーランド」は
東京？「奥多摩」は東
京？ 

• 行政区域なら曖昧さはな
いが、日常語の意図する
範囲は公式区域と不一致。 

地名に関する2種類の曖昧さ 

概念定義（Vagueness） 指示対象（Ambiguity） 
• 「横浜に行く」の「横

浜」は、全国の横浜のう
ちどれ？ 

• 神奈川県横浜市だけでな
く、青森県横浜町など、
複数の候補がある。 

• 「第一小学校」など、施
設名でも多くの同綴異義
語が存在。 
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地名のVagueness 

Physical Grounding 
• 公式の行政区域と、住民

等がもつ感覚的な境界が、
一致しない場合がある。 

• 地形などの物理的な特徴
を基準として境界を推定
する。 

• 川や盆地、高原など、地
形に特徴がある場所なら
有用である。 

Social Grounding 
• 人々（コミュニティ）の

行動から境界を推定する。 
• 写真とPOIの共起から、ど

こがひとまとまりの地域
かを推定。 

• 旅行者等のヒューマンプ
ローブデータから、場所
のモデルを構築。 

• SNSでの地名言及から、
人々の地理的感覚を推定。 
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福島 
大字 

喜茂別町 

福島 
町 

北松浦郡 

梅田駅 
鉄道駅 

阪急電鉄 

梅田 
大字 

五所川原市 

梅田 
大字 

春日部市 

梅田 
大字 

足立区 

梅田 
大字 

須賀川市 

梅田 
大字 

長洲町 

梅田 
大字 

湖西市 

梅田 
大字 

琴浦町 

梅田 
大字 

長岡市 

地名のAmbiguity 
「今日は梅田から福島に行きます。」 の「梅田」と「福島」の組み合わせは12×40通り。 

梅田駅 
地下鉄駅 
大阪市営 

福島区 
区 

大阪市 

福島 
町 

松前郡 

福島市 
市 

福島県 

福島 
大字 

大阪市 

福島県 
県 

 

地下鉄駅 大字 

福島駅 
駅 

JR東日本 

福島駅 
駅 

阿武隈急行 

福島駅 
駅 

JR西日本 

福島駅 
駅 

福島交通 

県 

市町村 

区 

十日町 
徳島市 
庄内町 
木曽町 
新潟市 
甘楽町 
平内町 
桑名市 

： 
 

大字 鉄道駅 

30件 

梅田駅 
鉄道駅 

阪神電鉄 

福島駅 
駅 

阪神電鉄 
梅田 
大字 

大阪市 

地名クラスと上位語が共通 

梅田 福島 

鉄道駅 
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スコア加算方式 
Score = 1500ς1(nfsb)+500ς1(npsb)+1500ς1(nchd)+2000ς1(np)+200ς1(ncls)+100ς1(ndic)+βspa, 
ただしς1はゲイン１のシグモイド関数 

梅田 
梅田駅 
鉄道駅 

阪急電鉄，神戸
線 

梅田駅 
地下鉄駅 

大阪市，御堂筋線 

梅田駅 
鉄道駅 

阪神電鉄，本線 

梅田 
大字 

長岡市 

梅田 
大字 

大阪市，北区 

梅田 
大字 

五所川原市 

nfsb:上位語 
完全一致数 0 1 0 0 0 0 

npsb:上位語 
一部一致数 1 2 0 1 0 0 

nchd:子地名数 0 0 0 0 0 0 

np:親地名数 0 0 0 0 0 0 

ncls:同クラス数 0 1 1 1 1 1 

ndic:同辞書数 1 1 1 1 1 1 

Βspa:空間 
ボーナス 0 0 0 0 0 0 

スコア計 277 1211 138 369 138 138 

大阪市に福島という字があるが北区ではない 

阪神本線に福島駅がある 

地下鉄駅と鉄道駅は別クラス 

阪神電鉄，本線の2つが一致 
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現行手法の問題点 
1. 上位語やクラスといった属性に依存 

– 属性の定義は文脈非依存、評価関数は文脈依存。 

2. 評価関数の調整が困難 
– コーパスがあれば学習できるが、コーパスがない。 

3. テキスト中の出現位置を考慮せず 
– テキスト中の距離が近い語ほど影響が大きい？ 

4. 地名の事前知識（知名度等）を考慮せず 
– 「福島」 → 多くの人は「福島県」を想起。 

5. 地名語以外の語との共起を考慮せず 
– 「今日は梅田にいますが、週末は震災ボランティアで福島

に行きます。」 →福島は「福島県」か「福島市」、大阪で
はない。 
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PrecisionとRecallのジレンマ 

• より多くの地名を抽出する性能（Recall）
を向上させると、地名だけを抽出する性
能（Precision）が低下する「ジレンマ」。 

• 地名語辞書の拡張は、Recallを向上させる
裏で、Precisionを犠牲となる（特に小字は
一般名詞的な地名が多く困る）。 

• 技術によって、Precision-Recall曲線自体を
向上させるしかない。 
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GeoNLPの構成 

• GeoNLP Software 
– オープンソースソフトウェアとして配布。 
– ユーザが自分のサーバにインストールして利用。 

• GeoNLP Data 
– 地名語辞書を作成してアップロード。 
– サイトからダウンロードして多目的に利用。 

• GeoNLP Service 
– ソフトウェア機能（の一部）をAPI経由で利用。 
– Linked Open Dataとして他データと統合。 
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GeoNLPエコシステム 
辞書サーバ 

WebAPIサーバ 
地名語 

リポジトリ 

辞書 
CSV 

地名の辞書を整備 
・利用したいユーザ 

地名を含むテキストを 
解析したいユーザ 

登録・検索 

表記で 
問い合わせ 

地名を含む
テキスト 

Linked Dataサーバ 

IDで問い合わせ 

地名にタグ
付けされた
テキスト 

Linked 
Data 連携 

地名語データ
ID・表記・

型・経緯度… 
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GeoNLPソフトウェア 地名に関する
公開情報源 

地名語辞書 

形態素解析 

例文テスト 

コスト更新 

自然言語テキスト 

形態素解析 

パターンマッチング 

地名語抽出 

地名語解決 

メタデータ付与 JSON形式で返答 / CMS
のモジュールとして利用 

テキスト / HTMLを
JSON-RPC APIに入力 

抽出失敗！ 

辞書共同構築 

地名語登録 

G
eo

N
LP
サ
ー
バ
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API応答はGeoJSONに準拠 

• WebAPI応答は
GeoJSON準拠 

• 地図へのオーバレ
イが容易に。 

• 既存のコンバータ
（SVG変換等）も活
用できる。 

 
 

{ "surface" : "神保町", 
  "geonlp_id" : "STc3x1", 
  "geo" : { 
    "type" : "Feature", 
    "geometry": { 
      "type": "Point", 
      "coordinates" : [139.757606, 35.695966] 
    }, 
    "properties" : { 
      "name" : "神保町 駅", 
      "kana" : "じんぼうちょうえき", 
      "icon" : "http://maps.google.co.jp/mapfiles/ms/icons/rail.png", 
      "entry_id" : "9939", 
      "dictionary_id" : 4, 
      "body" : "神保町", 
      "prefix" : [""], 
      "suffix" : ["駅", ""], 
      "body_kana" : "じんぼうちょう", 
      "prefix_kana" : [""], 
      "suffix_kana" : ["えき", ""], 
      "ne_class" : "Station", 
      "hypernym" : ["東京メトロ", "半蔵門線"], 
      "priority_score" : 0, 
      "latitude" : 35.695966, 
      "longitude" : 139.757606, 
      "address" : "東京都千代田区神田神保町二丁目2", 
      "code" : {"ekidata.jp":"2800807", "TokyoMetro":"Z-07"}, 
      "CityCode" : "13101" 
    } 
  } 
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GeoNLPサービス 
https://dias.ex.nii.ac.jp/geonlp/ 

任意の自然言語文を入力すると、自動的に解析して地図化 
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GeoNLP IDの付与 

CSV 
entry_idのみ 

辞書サーバ 

CSV辞書 
ユーザが作成 
・entry_idを付与 

辞書ファイルをアップロード 
・ユーザ名（一意） 
・辞書名（ユーザごと一意） 

地名語リポジトリ 
（ユーザ名、辞書名、 
entry_id）の組に対して
一意のgeonlp_idを付与 

CSV 
geonlp_id 
entry_id 

geonlp_id付きの 
辞書ファイルを 
ダウンロード可能 

（必要に応じて編集） 
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GeoNLP IDを用いたタグ付け 
WebAPI 

自然言語文 

ジオタギング 

地名語
ID 

半構造化文 
「東京」

→ID:5hU5CN 

半構造化文 
「東京」 

→ID:5hU5CN 

半構造化文 
「東京」（駅） 
→ID: wLcpWw 

半構造化文 
「東京都」 

→ID:5hU5CN 

WebAPI サーバ 

地名語リポジトリ 
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GeoLOD 
http://geolod.ex.nii.ac.jp/ 

• Semantic Webの技術などを用いて、データ
を（URIで）リンクする仕組みを開発し、
オープンなデータのネットワークを構築。 
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Subject 
Predicate 

Object 

東京 

東京 

東京 

GeoNLP:1 

Wikipedia:東京 

JISX0401:13 

sameAs 

seeAlso 

RDFの三つ組の有向グラフ 



GeoNLPデータ 
https://geonlp.ex.nii.ac.jp/ 

• 地名辞書を共有し
て、GeoNLPソフト
ウェアで活用。 

• 行政・企業のオー
プンデータを地名
辞書の形式に加工。 

• 個人・グループの
草の根的な地名辞
書をオープン化。 
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利用ライセンス 

• 独自設定も可能だが、利活用を促進する
ため、制限が少ないライセンスを推奨。 
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ライセンスの
種類 

Creative 
Commons (CC) 

Open Data 
Commons (ODC) 

Public 
domain CC0 PDDL (public domain 

dedication and license) 

Attribution CC-BY ODC-BY 

Attribution-
ShareAlike CC-BY-SA ODbL (Open Database 

License) 



地名辞書を作成してみよう 

2014/7/19 地名情報技術研究会 26 



地名辞書を作成してみよう 
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地名語辞書のスキーマ 
フィールド名 フィールド英語名 必須種別・複数の別 型・制約 例 
■ ID（Identifier） 
GeoNLP ID geonlp_id 必須 char(6), primary key, unique 0sUwdt 
エントリID entry_id 必須（空欄不可） varchar(255), not null 1 
辞書ID dictionary_id 必須 int 41 
■ 表記情報(Notation) 
原型 body 必須（空欄不可） varchar(255), not null 札幌 
接頭辞 prefix 推奨・複数可 varchar(255) “” 
接尾辞 suffix 推奨・複数可 varchar(255) 飛行場/空港 
読み body_kana 推奨 varchar(255) さっぽろ 
接頭辞読み prefix_kana 拡張・複数可 varchar(255) “” 
接尾辞読み suffix_kana 拡張・複数可 varchar(255) ひこうじょう/くうこう 
■ 関係情報(Relation) 
固有名クラス ne_class 必須 varchar(255), not null 
上位語 hypernym 推奨・複数可 varchar(255) 日本/北海道 
優先スコア priority_score 拡張 int, default=0 0 
■ 属性情報(Attribute) 
代表点緯度 latitude 必須 varchar(32) 43.1175 
代表点経度 longitude 必須 varchar(32) 141.381389 
住所 address 推奨 varchar(255) 札幌市東区丘珠町 
地名コード code 拡張・複数可 varchar(255) IATA:OKD/ICAO:RJCO 
有効期間（開始） valid_from 拡張 date “1942-09” 
有効期間（終了） valid_to 拡張 date “” 
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公開・非公開辞書の統合解析 

主要地名語 
リポジトリ ローカル地名語

リポジトリ 

公開WebAPIサーバ 

独自WebAPIサーバ 

非公開地名語データ 

コンバータ 

WebAPI WebAPI 

公開サーバ 

地名語リポジトリ
から利用したい辞
書をダウンロード 

地名語リポジトリか
ら管理者が主要な辞
書を選択 

地名語リポジトリ 

GeoNLPを用いた 
テキスト解析 
クライアントプログラム 
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歴史的な地名への適用 

1. GeoNLPは形態素解析に基づく。 
– 古文用形態素解析器はあるか？ 

2. GeoNLPは地名辞書を必要とする。 
– GeoNLP形式に変換する必要あり。 

3. 地名の有効期間をどう活用するか？ 
– 仕様には入っているが、未実装。 
– 地名の変遷をモデル化したLinked Data。 

4. 地名の境界を返す機能は今後の予定。 
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歴史的な地名への課題 

1. 歴史地名の地名語辞書をアップロード、
共有し、GeoNLPで分析することは可能。 

2. 有効期間の扱いについては、実際のニー
ズをお持ちの方と議論したい。 

3. 地名の変遷、地名の境界はGeoNLPの外側。
GeoLODの拡張として扱いたい。 

4. 古文用形態素解析器に差し替えるための
機能が新たに必要？ 
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